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+軒月 畔耳ﾇﾈH肌DﾆｴｨﾔB形状 倆Hﾘ史料       
至近元年(995)4月 ｸ2大宋国天台宗源清が牒状 二通を送る  紀略 ･文辞      
抜穂2年(996) 12月26日 ｸ2ｹ]H殺ﾒ牒大栄til杭州春先寺伝天 台智者教講経論和尚  文稗       
寛弘2年(1(氾5) 12月15日 儁H2寂照の道長宛私信  御堂     
怒弘5年(1008) 俐H2｢ﾅFh2MH2軌f三の弟野人若感(典平i 親王?)の私信 左大臣遺髭の寂照宛私fii 治部卿原従英(源俊房?) の私1ii 私甘-三通は二王の 跡で革滞 亅ﾔD纔ﾈﾄVﾉWB6HﾔD繆ﾈﾉ?ｩWBｫﾔD纔ﾈﾄ姥B楊談 槻談 梅歳                    
長和2年(1013) 9月14日 ｸ22天台(国清寺)より延暦 寺に送る物の牒 寂照.元澄.天台僧の杏 兢I*ｹtﾈ. ﾋI;x誼御堂 ･小右 御堂             
技和4年(1015)67才 _ｸ2?_ｸ2日本国jlミ大臣藤原造出よ り大宋困大子ltLll諸徳和尚 へ 日本的左大臣藤原道長よ り円通大師(寂照)へ  御恩殿 消息 御健殿 消息          
万寿4年(1027) 傚2寂照より道長宛  百錬      
束元5年(1032) 沫ｨ2ｹ]Hﾅ頼通が退位に代わり寂照 鶴  紀略 ･百錬         
後一条御時 (1016-1036) 尼其牒状番主上御名(但仁 懐,杏間違欺)  玉葉    
延久5年(1073) 5月21日 2成尋宛に坐禅供奉.門宗 i7,i.清水四禅師 俚B餒ﾉ都-h,ﾈubﾈ"スﾈ?｢ zｸｩ2雍xﾎｨ*ｨ.+ﾘ.x+r参大台                      
延久5年(1073) ｸ3奉国軍牒 鞋儻ｹ]I*ｸ* ﾉ.ﾘｴﾙ,僵ｨ*"ﾉhⅹx参天台                 
6月11.12日 尼大宋皇帝志送日本御筆文 杏 X+r       
承保4年(1077)3F3 豫ｨ2宇治大敵Lf避唐子i畿㈲梨 許  群載     
承暦2年(1078) 尼賜日本国大宰府令藤原経平 廻賜日本国  善隣 玉来    
承暦4年(1080)9月 ｸ2大宋国明州牒日本国太宰府  異国      
永保元年(1081) 6月2日 ｸ2大宋国明州牒日本国 鞋y]I*ｲ 帥        
元豊5年(1082) 3月7日 儁H2戒覚の消息  渡宋     
承徳元年(1097)9月 ｸ2大宋国明州牒 鞋儻ｹ]I*ｲ ｩgｸ,亢.)ﾈ,X+r異国 ･師守            
永久4年(1116) ｸ2大宋国牒状  百錬      
永久5年(1117)or ｸ2宋朝牒状,知明州軍州事 鞋儻ｹ]I*ｳ以紙袈之,表裏有 異国       
元永元年(1118)9月 刮]々 剿ﾁ,其上以錦裏o 勍師守 
承安2年(1172)秩 ｸ2大宋国明州沿海制置使司 牒日本国太政大臣.送太 政大臣物色 賜日本国王物色 ｩgｸﾙﾛ冢Y2､9*ｹYhﾙk､9y'X誡咤 h.h.飴液ﾈ.異国 ･師守 ･玉葉                     
弘安2年(1279) 7月25日 ｸ2大宋国牒状 入大函有銘 師守      
(64 )酋筒から見た宋代明州対日外交(山崎)
【史料略称】
異国: 『異国牒状事』 ( 『大日本史料』 )､行記: 『入唐求法巡礼行記』､高野: 『高野雑筆集』､上智慧輪: 『上智
慧輪三蔵決疑表』､扶桑: 『扶桑略記』､智証: 『智証大師伝』､真如親王: 『真如親干入唐略記』､菅家: 『菅家文
革』､紀略: 『11本紀略』､玉葉: 『玉葉』､文粋: 『本朝文粋』､楊談: 『楊文公談苑』(『皇朝類苑』)､群載:
『朝野群載』､御堂: 『御堂関白記』､小右: 『小右記』､百錬: 『百錬抄』､参天台: 『参天台五竜山記』､善隣:







(4)中村裕一一『唐代制勅研究』 (汲古書院､ 1991年)､金子修一｢唐代の国際文書形式｣ (『隔唐の国際秩序と東ア
ジア』名著刊行会､ 2001年)｡
(5)河内春人｢乗アジアにおける文書外交の成立｣ (『歴史評論』 680､ 2006年12月)､中西朝美｢五代北朱におけ
る同音の形式について- ｢致書｣文書の使用状況を中心に-｣ (『九州大学東洋史論集』 33､ 2005年5月)｡ま
た近年､国書などの害儀に注目し､新たな国際関係を探る贋瀬意雄｢書儀と外交文書一古代乗アジアの外交
関係解明のために-｣ (『楕円本紀研究』 360､ 2006年2月)､同｢古代東アジア地域の外交秩序と書状一非君
臣関係の外交文書について-｣ (『歴史評論』 686､ 2007年6月)など特筆すべき成果も出ているが､やはり王
者間における外交文書を扱っている｡
(6) ｢71村裕　一『唐代制勅研究』 (汲古書院､ 1991年)｡
(7)坂卜康俊｢｢勅書｣の基礎的研究｣ (山中裕福『摂関時代と古記録』吉川弘文館､ 1991年)0
(8) 『師守記』 ｢□□ (永久)五年(1117)九月､大宋国明州牒到来､以紙裏之､ □□□ (表裏有)銘､其上以錦
素｣｡



































(25)榎本渉｢北宋後期の日宋間交渉｣ (『アジア遊学』 64､ 2004年6月)｡
(26)渡連誠｢平安貴族の対外意識と異国牒状問題｣ (『歴史学研究』 823､ 2007年1月)｡
(27) 『白石先生遺文』宋徽宗通日本書抜(大日本史料)｡
(28) 『玉葉』承安2年(1172) 9月｢二十二日､ (大外記)頼業語云､自大唐有供物､献国王之物､並送太政大臣
入道之物､有差別云々｡其送文二通-一過書云､馴1本国王､一一一過書云､送日本国太政大臣､此状尤奇怪o ･･･今度供物､
非彼国王､明州刺史供物也､而其状奇怪也｣｡










(35)河内春人｢『新唐音』日本伝の成立｣ (『東洋学報』 86-2､ 2004年9月)｡
(36)当時日本では､外国から来る外交文書を牒状と表現する傾向にあった｡高橋公明｢外交文書を異同牒状と呼
ぶこと｣ (『文学』 6-6､ 2005年11･ 12月)を参照｡
(37)たとえば､唐代では｢勅新羅国王姓名｣ (『翰林学士院旧規』)や｢皇帝間柱国帯方郡王百済王扶余義慈｣ (『文
館詞林』巻664､ ｢貞観年中撫慰百済王詔一首｣)などが挙げられる｡
(38) 『小右記』万寿3年6月26日､ 『左経記』万寿3年7月17日､ 『宇塊記抄』仁平元年9月24日｡
(39)亀井明徳｢日宋貿易関係の展開｣ (『岩波講座　日本通史』 6､ 1995年)｡
( 66 )書簡から見た末代明州対日外交(山崎)
(40)金成杢｢末代における朝貢機構の編制とその性格｣ (『史観』 146､ 2002年3月)｡






(46)古松崇志｢契丹･未聞の壇淵体制における国境｣ (『史林』 90-1､ 2007年1月)｡
(47)金成杢『宋代の西北問題と異民族政策』 (汲古書院､ 2000年)｡
(48) 『吐魯番出土文書』第8冊､文物出版社､ 1987年｡
(49)中村裕一- ｢潮海国威和一一年(八四一)中台省牒｣ (『唐代官文書研究』中文出版社､ 1991年)｡
(50)唐代の牒式文書についての精微な研究として赤木崇敏｢唐代前半期の地方文書行政-トウルフアン文書の検
討を通じて-｣ (『史学雑誌』 117､ 2008年11月)｡
(51)北朱の蘇輔やその高弟秦観も､朝廷よりも地方官府における貿易外交権限の委譲を主張していた｡近藤一成
｢文人官僚蘇輔の対高麗政策｣ (『史滴』 23､ 2001年12月)を参照｡
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